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 そこで申請者は、原子レベルでの立体構造解析が可能な X 線結晶構造解析を中心としたカリックス［6］アレーン
－アミノ酸複合体およびペプチド複合体の構造的性質の解明を行い、以下に示す基礎的知見を得た。 













































 これまでにカリックス［6］アレーン－アミノ酸複合体の X 線結晶構造解析例は報告されていなかったが、申請者
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したオリゴロイシン複合体がタンパク様の人工構造モチーフと言うべき、新規超分子構造を形成することを明らかに
した。ペプチド複合体の X 線解析については、カリックス［4］アレーンにおいても報告例が無く全く新規な構造情
報を与えており、カリックスアレーン化学のみならず鋳型分子を用いた人工タンパクの開発においても有用な知見に
なると考えられる。 
 以上の成果は、博士（薬学）学位論文としてふさわしい内容であると認める。 
